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２． 差異の理由 
 
（１）連結業績について 

海外の金型支援事業及び国内外の開発支援事業においては堅調に推移したこと、並びに子会社業

績管理を徹底し、グループ一丸となって徹底した経営合理化策を実施したことにより、足元の業績

自体は回復基調にありますが、本日付で支援申し込みを致しました企業再生支援機構の支援決定を

受けた事業再生計画に基づき、今後の業績動向を検討した結果の減損損失、資産人員整理費用等の

事業構造改善費用並びに一部連結子会社の繰延税金資産取り崩しを当第 4 四半期にて認識するこ

とから、通期の連結業績予想を上記の通り修正致します。 
 

（２）個別業績について 
開発支援事業においては堅調に推移したものの、同様に堅調に推移していた量産成形品関連にお

ける受注が減少致しました。また、円高による為替の影響を受けたことに加え、下記の通り特別損

失（「3．特別損失の発生について（２）個別」参照）を当第 4 四半期に認識することから、通期

の個別業績予想を上記の通り修正致します。 
 
 
３． 特別損失の発生について 

 
（１）連結 

下記の通り、平成 23 年 3月期第 4四半期連結会計期間において特別損失 10,741 百万円（第 3四

半期連結累計期間計上分は除く）を計上致します。 

 
①事業構造改善費用 

事業再生計画に基づき、国内生産拠点の集約化を実施するにあたり、資産人員整理費用等に必

要な事業構造改善費用 1,392 百万円を計上致します。 

 
②減損損失 

事業再生計画に基づき、当社グループの今後の業績動向を慎重に検討した結果、固定資産及び

のれんの減損損失 9,277 百万円を計上致します。 

 
③その他特別損失 

一部貸付金につき、取立不能のおそれが生じているため貸倒引当金繰入額 72 百万円を計上致

します。 

 
（２）個別 

下記の通り、平成 23 年 3月期第 4四半期会計期間において特別損失 16,661 百万円（第 3四半期

累計期間計上分は除く）を計上致します。 

 
①事業構造改善費用 

事業再生計画に基づき、国内生産拠点の集約化を実施するにあたり、資産人員整理費用等に必

要な事業構造改善費用 735 百万円を計上致します。 

 
②関係会社株式評価損 

事業再生計画に基づき、一部の連結子会社における事業構造改善費用や減損損失を計上するこ

とにより財政状態が悪化することを勘案し、関係会社株式評価損 13,785 百万円を特別損失とし

て計上致します。 

 
③減損損失 

事業再生計画に基づき、今後売却が予定されている有形固定資産の帳簿価額を回収可能価額ま

で減額した結果、減損損失 699 百万円を計上致します。 

  



 
④債務保証損失引当金繰入額 

関係会社の金融機関からの借入金等に対する債務保証について、債務保証損失引当金繰入額

1,319 百万円を特別損失として計上致します。 

 
⑤その他特別損失 

取立不能のおそれが生じている一部貸付金に対する貸倒引当金繰入額 122 百万円を計上致し

ます。 

 
 
４． 繰延税金資産の取り崩しについて 

 
一部連結子会社につき、当期及び今後の業績動向を慎重に検討致しました結果、平成 23 年 3月期

第 4 四半期連結会計期間において繰延税金資産を取り崩し、法人税等調整額 747 百万円を計上致し
ます。 

 
 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであ

り、 実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 

    以 上 


